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●今月の主な内容
おぢや風船一揆 � �2 ～ 3
ふれあいの里で栽培を楽しみませんか � �4
第28回信濃川河岸段丘ウォーク � �5
3月は自殺対策強化月間 � �6
引っ越しの連絡はお早めに � �6
お知らせ・健診日程 � �10 ～ 11

　

小千谷の空が鮮やかに彩られる
第39回おぢや風船一揆

　2月28日㈯、3月1日㈰に第39回おぢや風
船一揆が開催されました。当日は天候に恵ま
れ、競技、イベントはともに予定どおり行わ
れ、おおぜいの方が来場しました。（詳細は2・
3ページ）



この写真をスキャン
すると、熱気球から

撮影した動画が見られます。

お
ぢ
や風船
一
揆

第39回
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2
月
28
日
㈯
、
3
月
1
日
㈰
に
第
39
回
お
ぢ
や
風
船
一
揆
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熱
気
球
競
技
フ
ラ

イ
ト
で
は
、
天
候
の
崩
れ
も
な
く
計
3
回
す
べ
て
の
フ
ラ
イ
ト
が
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
、
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
35
機
の
色
と
り
ど
り
の
熱
気
球
が
小
千
谷
の
空
に
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

　
平
沢
会
場
で
は
、
熱
気
球
試
乗
体
験
や
ス
ノ
ー
ト
レ
イ
ン
、
小
千
谷
縮
雪
さ
ら
し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
に
行
わ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
暗
闇
に
浮
か
び
上
が
る
熱
気
球

の
灯
り
と
鮮
や
か
な
花
火
が
幻
想
的
な
世
界
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
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3　︱　市報おぢや 3 月号

　 スマートフォンやタブレットなどで
　動画が見られます(無料)
AR(COCOAR-ココア
ル-)は紙面上にある写
真を、起動したアプリ
でスキャンすると、登
録された動画を見るこ
とができる無料のサー
ビスです。
動画の見かた
①右記を参考にアプリ
　(無料)を端末にイン
　ストール
②アプリを起動し　の
　ある写真をスキャン
※対応しない機種もあ
　ります。

1.熱気球競技フライト
2.でこぼこランナー
3.わくわくスノーパーク
4.スノートレイン
5.うまいもの広場
6.スノーチューブ
7.グローバルーンフェスティ
　バル
8.小千谷縮雪さらし
9.雪上ドッヂボール
10.凧絵付け体験
11.熱気球試乗体験
12.闘牛ふれあい広場
13.子ども向け宝探しゲーム
14.紙熱気球「ぼこ」上げ

この写真をスキャン
す る と、 グ ロ ー バ

ルーンフェスティバルを撮
影した動画が見られます。

Googleplayで｢COCOAR｣
を検索､またはQRコードから
無料アプリをインストール。

■ Androidの方

■ iPhoneの方
AppStoreで｢COCOAR｣
を検索､またはQRコードから
無料アプリをインストール。

風
船
一
揆
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■
会
場
／
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／

▽
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里
�
83
・

　
1
7
2
2
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
用
）

▽
農
林
課
農
村
支
援
係
�
83
・
3
5
1
0

お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
里
で
栽
培
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

～
農
園
利
用
者
、
教
室
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～

日
帰
り
型
農
園

　
畑
を
借
り
て
毎
日
食
べ
る
安
全
・
安
心
な
野

菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
庭
菜
園
に
興
味

の
あ
る
方
、
自
分
で
野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
方
、

ふ
れ
あ
い
の
里
の
日
帰
り
型
農
園
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
専
門
の
指
導
員
が
親
切
丁
寧
に

無
料
で
野
菜
づ
く
り
を
指
導
し
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
方
で
も
安
心
で
す
。

○
日
帰
り
型
農
園
の
概
要

　
く
わ
、
か
ま
、
じ
ょ
う
ろ
な
ど
の
農
機
具
を

無
料
で
貸
し
出
す
ほ
か
、
野
菜
の
苗
や
肥
料
の

斡
旋
も
し
て
い
る
の
で
、
作
業
の
で
き
る
服
装

を
し
て
く
る
だ
け
で
野
菜
づ
く
り
を
始
め
ら
れ

ま
す
。

■
面
積
／
1
区
画
：
50
㎡

■
年
間
利
用
料
／
1
区
画

：
9
6
0
0
円

土
づ
く
り
教
室

　
野
菜
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
土
づ
く
り
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
い
い
土
で
家
族
が
喜
ぶ
お

い
し
い
野
菜
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
4
月
11
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

■
対
象
／
野
菜
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
野

菜
づ
く
り
を
始
め
て
み
た
い
方

■
定
員
／
20
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
参
加
無
料

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具

■
申
込
締
切
／
4
月
5
日
㈰

ら
く
ら
く
野
菜
づ
く
り
教
室
　
　

「
夏
野
菜
コ
ー
ス
」

　
体
に
や
さ
し
く
、
家
族
が
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
る
低
農
薬
栽
培
の
野
菜
を
一
緒
に
作
り
ま
せ

ん
か
。
全
6
回
の
講
習
で
土
づ
く
り
か
ら
収
穫

ま
で
行
い
、
育
て
た
野
菜
は
持
ち
帰
り
で
き
ま

す
。
指
導
員
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
方
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
／
い
ず
れ
も
日
曜
日
午
前
8
時

30
分
～
10
時
30
分

▽
4
月
19
日
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
5
月
10
日
：
土
づ
く
り
な
ど

▽
5
月
17
日
：
苗
植
え
、
シ
バ
作
り
な
ど

▽
5
月
24
日
：
除
草
な
ど

▽
6
月
14
日
：
収
穫
な
ど

▽
6
月
28
日
：
収
穫
な
ど

■
対
象
／
野
菜
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
野

菜
づ
く
り
を
始
め
て
み
た
い
方

■
定
員
／
20
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
作
付
け
野
菜
／
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
枝
豆

■
参
加
料
／
7
0
0
0
円

■
服
装
・
持
ち
物
／
作
業
の
で
き
る
服
装
、
長

靴
、
軍
手
（
農
機
具
は
貸
し
出
し
ま
す
）

■
申
込
締
切
／
4
月
12
日
㈰

バ
ラ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里

に
は
、
約
1
5
0
株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
る
バ
ラ

園
が
あ
り
ま
す
。「
き
れ
い
な
バ
ラ
を
咲
か
せ

た
い
！
」「
バ
ラ
の
手
入
れ
を
学
び
た
い
！
」

と
お
考
え
で
、
バ
ラ
園
の
作
業
に
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
勉
強
会
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
バ
ラ

の
栽
培
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
内
容
／
4
月
12
日
㈰
以
降
の
毎
週
日

曜
日
、
午
前
8
時
～
10
時
（
都
合
の
つ
く
日
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
）

※
4
月
12
日
㈰
午
前
8
時
30
分
か
ら
管
理
棟
で

　
打
ち
合
わ
せ
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
の

　
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
服
装
・
持
ち
物
／
作
業
の
で
き
る
服
装
、
軍

手
、
雨
具
な
ど
（
剪
定
は
さ
み
、
皮
手
袋
が
あ

る
と
便
利
で
す
）

ハ
ー
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ハ
ー
ブ
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
ふ
れ
あ
い

の
里
に
あ
る
ハ
ー
ブ
園
の
作
業
に
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
業
終
了

後
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
す
。
ハ
ー
ブ

の
好
き
な
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容
／
5
月
20
日
㈬
以
降
の
水
曜
日
、

午
前
9
時
～
11
時
（
年
に
6
～
7
回
程
度
、
都

合
の
つ
く
日
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

※
5
月
20
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
管
理
棟
で
打
ち

　
合
わ
せ
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
の
で
き

　
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
服
装
・
持
ち
物
／
作
業
の
で
き
る
服
装
、
ゴ

ム
手
袋
、
雨
具
な
ど

各
種
教
室
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
す
る
方
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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コース・距離 出発場所 受付時間 出発時刻 ゴール時間 ゴール場所 参加料

津南50km
JR津南駅前
町営駐車場

午前5時30分
～6時

午前6時30分

午後5時30分
まで

小千谷市
サンプラザ

大人2,000円
（当日2,500円）
中学生以下1,500円
（当日1,800円）

川西25km
千手中央コミュニ
ティーセンター

午前9時～
9時30分

午前10時

大人1,500円
（当日2,000円）
中学生以下1,000円
（当日1,300円）津南23km

JR津南駅前
町営駐車場 十日町市

キナーレ
中里15km

十日町市
中里体育館

午後3時まで 大人1,000円
（当日1,500円）
中学生以下500円
（当日800円）小千谷12km

小千谷市
総合体育館

午後4時まで
小千谷市
サンプラザ

※第28回よりコース名称が変更になりました

■期日／4月29日（昭和の日）
■コース・参加料など／下表のとおり
■申込方法／4月20日㈪午後5時までに要項添付の
　払込取扱票に必要事項を記入のうえ、参加料を添
　えてお申し込みください。インターネット・郵便
　振替・郵送による申し込みは、4月10日㈮締切で
　す。詳細は、要項またはホームページ�http://w
　ww.skd-walk.com/をご覧ください。
■申込窓口・要項設置場所／▷信濃川河岸段丘ウォ
　ーク実行委員会事務局（総合体育館内）▷市民会
　館▷ホットプラザ（勤労青少年ホーム）▷片貝総
　合センター
※大会当日も参加申込を受け付けますが、当日料金
　となります。
※当日不参加となった場合でも、参加料・臨時バス
　料金はお返しできません。
■その他／
▷雨天でも開催します。
▷津南50㎞・川西25㎞・津南23㎞・中里15㎞コー
　スの出発時間に合わせて臨時バス（有料）を運行
　します。運賃はコース、乗車場所により異なります。
▷参加賞、完歩賞、トン汁・ドリンクのサービスな

■問い合わせ／信濃川河岸段
　丘ウォーク実行委員会事務
　局総合体育館内�83-0077

　どのお楽しみがあります。
▷ゴール後、小千谷市では「錦鯉の里」を無料見学
　できます。
▷ゴール後、サンプラザ2階「逸品館」にて手焼き
　せんべいをプレゼントします。（数量限定）
▷ゴール場所では、ホテル千景（小千谷市）・キナ
　ーレ明石の湯（十日町市）の入浴券（200円）を
　販売します。また「湯どころちぢみの里」は正規
　料金の200円引き大人700円・小学生300円で入
　場でき、サンプラザから送迎バスが出ます。

信濃川河岸段丘ウォーク
第28回

　新緑の美しい河岸段丘を歩
いてみませんか。コースは
ファミリー向けの12㎞から50
㎞まで5つのコースから選べ
ます。
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の
連
絡
は
お
早
め
に

　
引
っ
越
し
な
ど
で
、
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
を
中
止
ま
た
は
開
始

す
る
と
き
は
、
事
前
に
ガ
ス
水
道
局
へ
連
絡
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
直
前
の
連
絡
で
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
使
用
を
中
止
す
る
と
き

▽
ガ
ス
・
水
道
と
も
使
用
の
中
止
は
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
立
ち
会
い

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ー
タ
ー
が
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
お
客
さ
ま
の

　
立
ち
会
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
使
用
の
中
止
に
は
、
中
止
ま
で
使
用
し
た
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
の
使
用
料
の
ほ
か
、
水

　
道
閉
栓
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
精
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
受
付
時
に
相

　
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
使
用
を
開
始
す
る
と
き

▽
ガ
ス
の
使
用
開
始
は
、
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。
法
令
で
定
め
ら
れ
た
点
検
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
必
ず
ご
本
人
か
ご
家
族
、
ま
た
は
家
主
の
方
の
立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
立

　
ち
会
い
に
か
か
る
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

▽
水
道
の
み
の
使
用
開
始
の
場
合
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
立
ち
会
い
の

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
使
用
開
始
に
は
、
水
道
開
栓
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。
後
日
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
下
水
道
の
使
用
中
止
・
開
始
に
つ
い
て

　
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方
で
、
水
道
と
一
緒
に
中
止
・
開
始
す
る
時
は
、
改
め
て
連
絡

を
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
メ
ー
タ
ー
の
閉
栓
・
開
栓
作
業
に
つ
い
て

　
使
用
中
止
・
開
始
に
伴
う
メ
ー
タ
ー
の
閉
栓
・
開
栓
業

務
は
小
千
谷
管
工
事
協
同
組
合
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

ガ
ス
水
道
局
業
務
課
お
客
さ
ま
係
�
82
・
４
１
１
５

引
っ
越
し

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

■
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す

　「
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
�
0
5
7
0
・
7
8
3
・
0
2
5
（
な
や
み
な
し
　
に
い
が

た
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
、
身
近
に
話
を
聞
い
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
と
い
う
場
合
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
開
設
時
間
：
毎
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
10
時

■
3
月
は
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
体
調
変
化
に
要
注
意

　
3
月
は
自
分
や
家
族
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
重
な
っ
た
り
、
悩
み
が
続
く
と
自
分
の
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
の
一
番
弱

い
部
分
に
、「
不
調
」
と
し
て
現
れ
ま
す
。

○
健
康
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

▽
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
と
き
に
現
れ
や
す
い
、
自
分
の
「
不
調
の
サ
イ
ン
」
を
知
っ
て
お
く

▽
不
調
の
サ
イ
ン
が
続
い
て
改
善
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
に
早
め
に
受
診
す
る

▽
疲
れ
た
な
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
睡
眠
を
と
っ
て
、
日
々
の
疲
れ
を
溜
め
込
ま
な
い

▽
眠
れ
な
い
時
、
悩
み
が
あ
る
と
き
に
ア
ル
コ
ー
ル
は
飲
ま
な
い

▽
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
る

▽
解
決
で
き
な
い
ス
ト
レ
ス
や
自
分
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
問
題
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

　
に
相
談
す
る
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
新
潟
県
で
は
、
毎
年
6
0
0
人
以
上
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
年
間
10
～
15
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
自
殺
率
で
は
新

潟
県
の
平
均
よ
り
も
高
い
状
況
で
す
。

　
新
潟
県
は
、
一
人
で
悩
み
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
が
い
な
く
な
る
よ

う
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
自
殺
の
現
状

や
相
談
窓
口
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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＜材料＞（10人分）
身欠にしん（ソフトにしん）�� �5枚
水煮ぜんまい�� �400㌘
ゆで山筍�� �300㌘
人参�� �200㌘
車麩�� �5個

だし汁�� �1,000㏄
砂糖�� �大さじ2
しょうゆ�� �大さじ3
酒�� �大さじ1

＜作り方＞

車麩は水に30分浸して、軽く絞って4等分に切る。

にしんは頭と腹骨をとり、4つ切りにし、サッとゆ
でる。
鍋に材料Aを入れ沸騰したらにしんを入れる。煮立っ
たら一度取り出し、煮汁で人参を除く材料を煮る。
人参は型抜きし、水の中に砂糖、塩を少々 (分量外)
入れて煮る。

銘々の器に彩りを考えて盛り合わせる。

※　干しぜんまいはゆでて戻すと8～10倍になります。

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー119㌔㌍▷たんぱく質8.7㌘▷脂質3.7㌘
▷カルシウム 35㍉㌘▷食物繊維 3.8㌘▷塩分0.9㌘

1
2
3
4
5

にしんとぜんまいの煮物
　今回は、郷土に伝わる料理「岩沢のごっつぉ」の中から「にしんとぜんまいの煮物」をご紹介します。　岩沢の地域では、不動寺の護摩講や田植えの時のごっつぉでした。身欠きにしんは保存がきくため各家で天井より吊るされており、時に応じて調理していたそうです。

作ってみてね！この料理

＜調理＞　小千谷市食生活改善推進委員

＜問い合わせ＞　健康センター保健係�83-3640

A

小
千
谷
市
婦
人
講
座
の
み
な
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
毎
月
第
2
土
曜
日
に
、
講
師
を
お

迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、

健
康
体
操
や
ヨ
ガ
な
ど
で
体
を
動
か

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
外

や
市
内
外
へ
研
修
へ
出
か
け
る
こ
と

も
あ
っ
た
り
と
、
様
々
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

―
―
婦
人
講
座
を
や
っ
て
き
て
よ

か
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か

　
市
内
在
住
の
60
～
84
歳
の
方
が
在

籍
し
て
い
て
人
数
も
多
い
の
で
、
お

お
ぜ
い
の
方
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、

講
演
会
や
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
社
会
勉
強
や
生
涯
学
習
に
も
な
り

ま
す
。

―
―
み
な
さ
ん
に
ひ
と
言

　
み
ん
な
仲
良
く
和
気
あ
い
あ
い
と

や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　
今
回
取
材
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
際
は
、

「
笑
い
ヨ
ガ
」
講
座
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
元
気
に
笑
い
、
体

を
動
か
し
て
い
て
、
そ
の
パ
ワ
ー
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
健

康
で
元
気
に
い
ら
れ
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
年
、
婦
人
講
座
は
40
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
と
し
て

3
月
29
日
㈰
に
市
民
会
館
で
鼓
童
交

流
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I

I II I
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毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

小千谷市婦人講座

会員数：75人　　会費：3,000円／年

問い合わせ：山本�82-8133

△みなさんイキイキと講座を
　受けていました

{
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雪
遊
び
で
交
流
深
め
る

　

真
人
町
の
住
民
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で

「
第
14
回
ザ
・
か
ま
く
ら
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
大
き
な
か
ま
く

ら
や
ジ
ャ
ン
ボ
す
べ
り
台
が
作
ら
れ
、

お
お
ぜ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
雪
遊
び
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
は
初
め
て

の
企
画
と
し
て
、
積
み
上
げ
た
雪
の
高

さ
を
競
う
「
雪
積
み
大
会
」
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
み
ん
な
で
知
恵
を
振
り
絞
り
な
が
ら
、
雪
を
高
く
積
み
上
げ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
も
真
人
地
区
と
交
流
の
あ
る
東
京
都
墨
田
区
立

第
4
吾
嬬
小
学
校
の
児
童
・
保
護
者
ら
25
人
も
参
加
し
、
雪
遊
び
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

お
口
か
ら
元キ
レ
イ気
に
！

　

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
歯
科
保
健
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
歯
科
医
院
（
柏
崎

市
）
院
長
の
鈴
木
公
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
、「
美
し
く
保
つ
自
分
ケ
ア
！
歯
と
お

口
か
ら
実
感
で
き
る
元キ

レ
イ気

の
み
な
も
と
～
口
の
中
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

～
」
を
演
題
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
最
近
の
日
本

人
の
食
生
活
が
和
食
か
ら
欧
米
食
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機

感
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ン
や
バ
タ
ー
、
ジ
ャ
ム
に
は
砂
糖
が
大

量
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
乳
飲
料
、缶
コ
ー
ヒ
ー

に
も
想
像
を
超
え
る
量
の
砂
糖
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
体
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
、
実
際
の
症
例
や
デ
ー
タ
を
用
い
な
が
ら
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
油
脂
や
化
学
調
味
料
の
危
険
性
に
も
触
れ
、
こ
れ
ら

を
極
力
使
わ
な
い
、
和
食
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
「
さ
る
ぼ
ぼ
」
お
ひ
な
さ
ま

絵
画
に
秘
め
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
　
　
　
　
　

西
脇
正
久
さ
ん
座
談
会

　

市
民
会
館
で
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ゴ
リ
ラ
サ
ー
ク
ル
」
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
「
お
ひ
な
さ
ま
つ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
鮮
や

か
な
布
を
使
っ
て
「
さ
る
ぼ
ぼ
」
の
お

ひ
な
さ
ま
を
つ
く
り
ま
し
た
。
会
場
に

は
親
子
や
、
お
孫
さ
ん
連
れ
な
ど
お
お

ぜ
い
の
方
が
参
加
し
、
ゴ
リ
ラ
サ
ー
ク

ル
の
み
な
さ
ん
に
作
り
方
を
教
わ
り
な

が
ら
、
丁
寧
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
約

2
時
間
で
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
可
愛

ら
し
い
「
さ
る
ぼ
ぼ
」
の
お
ひ
な
さ
ま

が
完
成
し
、
み
な
さ
ん
大
事
そ
う
に
持

ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

楽
集
館
で
開
催
さ
れ
た
市
報
お
ぢ

や
連
載
5
0
0
回
記
念
「
小
千
谷
を

描
く
」
西
脇
正
久
展
で
、
作
者
で
あ

る
西
脇
さ
ん
の
座
談
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
来
場
さ
れ
た
約
50
人
の
み
な

さ
ん
は
、
展
示
室
に
飾
ら
れ
た
絵
画

を
西
脇
さ
ん
の
お
話
と
と
も
に
鑑
賞

し
ま
し
た
。
西
脇
さ
ん
は
、「
こ
の

絵
の
お
宅
で
お
茶
を
い
た
だ
い
た
」

「
こ
の
絵
の
場
所
に
は
か
つ
て
温
泉

が
あ
っ
た
」
な
ど
と
、
絵
画
一
枚
一

枚
に
秘
め
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披

露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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新潟県交通災害共済

お問い合わせは
小千谷市市民生活課生活安全係へ 83-3516

新潟県市町村総合事務組合
会員募集中

年会費 見舞金
3 万円 ~
150万円500 円

ひとり年額

（死亡）

まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

広告募集中
市報おぢや・市ホームページでは広告を募集して
います。「市報おぢや」の広告掲載料はこの大き
さ（縦45.5㎜×横82㎜）で1枠1回15,000円で
す。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係�83-3507

／ 2 21
     ～

22

図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市
に
大
行
列

　

図
書
館
で
不
用
と
な
っ
た
本
・
雑
誌
を
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
無
償
で
提

供
す
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
「
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
が
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
21
日
㈯
は
、
開
場
の
約
1
時
間
以
上
前
か
ら
来
場
者
が

並
び
始
め
、
開
場
す
る
こ
ろ
に
は

2
階
の
会
場
か
ら
市
民
会
館
の
玄

関
ま
で
1
0
0
人
以
上
の
行
列
が

で
き
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
市
が

始
ま
る
と
、
み
な
さ
ん
お
目
当
て

の
本
を
じ
っ
く
り
と
品
定
め
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
2
日
間
で
約

4
7
5
0
冊
の
本
・
雑
誌
が
用
意

さ
れ
、
約
3
5
0
0
冊
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夜
の
雪
原
に
や
わ
ら
か
な
光

　

県
道
山
谷
片
貝
線
脇
の
山
谷
・
坪
野
間
の
雪
原
で
「
山
谷
坪
野
ほ
ん
や

ら
洞
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
元
の
方
な
ど
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
小
さ
な
か
ま
く
ら
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
が
雪
原
を
埋
め
尽
く
し

て
い
ま
し
た
。
ほ
ん
や
ら
洞
の
ろ
う
そ
く
に
火
が
灯
さ
れ
る
と
、
周
囲
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
訪
れ
た
方
々
は
息
を
の
ん
で
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
会
場
で
は

午
後
7
時
30
分
と
8

時
に
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
た
ほ
か
、
甘

酒
の
無
料
配
布
や
子

ど
も
が
対
象
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

元
気
に
戻
っ
て
き
て
ね

　

川
井
本
田
地
内
の
信
濃
川
で
、
サ
ケ

の
稚
魚
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
J
R
東
日
本
と
、
魚
沼
漁
業
協
同
組

合
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
小
千
谷
市

内
で
は
昨
年
に
続
い
て
2
回
目
の
取
り

組
み
で
す
。
こ
の
日
は
一
般
の
参
加
者

の
ほ
か
、
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
南

小
学
校
の
2
・
4
年
生
33
人
も
参
加
し
、

約
2
万
5
千
尾
の
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は

日
本
海
へ
出
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
な
ど
で
過
ご
し
、
3
～
4
年
後
に
放
流

さ
れ
た
川
に
戻
っ
て
来
る
そ
う
で
す
。
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、「
元
気

に
ね
」「
ま
た
戻
っ
て
き
て
ね
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
サ
ケ
の
稚
魚
を
放

し
て
い
ま
し
た
。

小
千
谷
の
空
へ
大
ジ
ャ
ン
プ

　

白
山
運
動
公
園
小
千
谷
白
山
シ
ャ

ン
ツ
ェ
（
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル
K
点
45
ｍ
、

特
設
ジ
ャ
ン
プ
台
K
点
10
ｍ
）
で
第

24
回
小
千
谷
ジ
ャ
ン
プ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
小
学
の
部

に
6
人
、
中
学
の
部
に
2
人
、
高
校

・
一
般
の
部
に
6
人
の
合
計
14
人
が

出
場
し
、
迫
力
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
の
部
は
、

ス
モ
ー
ル
ヒ
ル
の
隣
に
作
ら
れ
た
特

設
ジ
ャ
ン
プ
台
で
競
技
を
行
い
、
み

な
さ
ん
元
気
よ
く
飛
び
立
っ
て
い
ま

し
た
。

／ 2　 14

／ 2　 27／ 3　   1
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お知らせ

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　�83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分〜、午後に
　開催の場合：正午〜

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成26年
11月生まれ

4月  9日㈭ 13：00 〜
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成26年
5月生まれ

4月  8日㈬ 13：00 〜
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成25年
9月生まれ

4月23日㈭ 13：00 〜
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成25年
3月生まれ

4月22日㈬   9：00 〜
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成24年
3月生まれ

4月21日㈫ 13：00 〜
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

  4月
乳幼児の健康診査日程

小
千
谷
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
6
期

介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）
の
答
申

　
小
千
谷
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
6
期
介
護
保
険

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
2
月
13
日
㈮
に
開
催

さ
れ
た
小
千
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護
保
険
事

業
検
討
委
員
会
か
ら
市
長
に

答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
の
概
要
は
市
報
お
ぢ

や
3
月
25
日
号
と
一
緒
に
配

布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉

課
介
護
保
険
係
�
83
・
4
0

6
0

「
平
成
26
年
度
文
芸
お
ぢ
や
ジ
ュ
ニ
ア
版
」

発
刊

　
市
内
の
中
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
、
詩
の
力
作
1
4
5
6
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
田
舎
の
風
景
、
家
族
と
の
だ
ん
ら
ん
、
人
生
の

悲
喜
こ
も
ご
も
、
社
会
批
評
な
ど
、
若
い
感
性
に
あ

ふ
れ
た
作
品
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
会
館
に
て
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送

を
希
望
さ
れ
る
方
は
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公
民
館

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公
民
館
係

（
市
民
会
館
内
）
�
82
・
9
1
1
1

就職説明会2016　　　
参加者募集

　小千谷市役所に就職を希望される方を対象に、
仕事の内容や職場の様子を知っていただくため
の「就職説明会2016」を開催します。
　イメージの掴みにくい市役所職員の仕事内容
を先輩職員から直接聞いて、その魅力に触れて
みませんか。
■日時／3月22日㈰午後1時30分～3時30分
■会場／市役所4階大会議室
■内容／先輩職員（一般事務職）からの業務紹
　介、試験に関する紹介、相談コーナーの設置
　など
■対象／一般行政職試験の受験を検討している方
■定員／30人程度（事前申込が必要です）
■申込方法／件名「就職説明会参加希望」、氏
　名、所属（会社・学校など）、電話番号を記
　入して申込メール�saiyou_28@city.ojiya.
　niigata.jpまで送信してください。電話で申
　し込むこともできます。
■申込・問い合わせ／総務課職員係�83-3506



11　︱　市報おぢや 3 月号

※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

お知らせ・健診日程

■まちのうごき（2月28日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

27年2月 過去10年
の平均

27年
1～2月

26年
1～2月

27年
1～2月

26年
1～2月

男 18,582人(－  8) 出生 17人 平均気温 1.3℃ 0.8℃
火災 3件 2件

件数 16件 17件

女 18,999人(－  3) 死亡 38人 最高気温 10.6℃ 12.3℃ 死者 0人 0人

合計 37,581人(－11) 転入 53人 最低気温 -5.0℃ -6.7℃
救急 272件 224件

傷者 21人 21人

世帯数 12,747世帯(+10) 転出 43人 降水量月計 189.0㎜ 168.7㎜

住
所
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
届
出
人
／
本
人
、
世
帯
主
ま
た
は
同
居
の
親
族

■
届
出
場
所
／
市
民
生
活
課
、
支
所
、
連
絡
所

■
必
要
な
も
の
／
届
出
人
の
印
鑑
、
届
出
人
の
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
証
・
国
民
年
金
手
帳

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
・
介
護
保
険
証
・

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
該
当
の
も
の

※
転
入
届
の
場
合
は
、
前
住
所
地
市
区
町
村
発
行

　
の
転
出
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
登

　
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

　
ド
）、
海
外
か
ら
の
転
入
の
場
合
は
パ
ス
ポ
ー

　
ト
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
市
民
係
�
83
・
3

5
0
9

市
役
所
窓
口
業
務
時
間
延
長

　
転
入
・
転
出
な
ど
に
伴
い
、
各
種
届
出
を
す
る

機
会
が
多
く
な
る
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
、
市

役
所
窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
／
3
月
25
日
㈬
～
4
月
7
日
㈫
（
土

・
日
曜
日
を
除
く
）

■
業
務
を
延
長
す
る
時
間
／
午
後
7
時
ま
で

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
日
に
対
応
で
き
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
異
動
の
届
出
が
必
要
な
と
き
と
必
要
な
届
出
／

届
出
が
必
要
な
と
き

必
要
な
届
出

他
市
区
町
村
ま
た
は
海

外
へ
転
出
す
る
と
き

転
出
届

※
転
出
す
る
14
日
前
か
ら

　
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

他
市
区
町
村
ま
た
は
海

外
か
ら
転
入
し
た
と
き

転
入
届

※
転
入
し
た
日
か
ら
14
日

　
以
内
に
届
け
出
て
く
だ

　
さ
い
。

※
他
市
区
町
村
か
ら
の
転

　
入
の
場
合
は
、
必
ず
前

　
住
所
地
で
転
出
手
続
き

　
を
済
ま
せ
て
か
ら
届
け

　
出
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き

転
居
届

※
転
居
し
た
日
か
ら
14
日

　
以
内
に
届
け
出
て
く
だ

　
さ
い
。

■
業
務
を
延
長
す
る
課
と
主
な
業
務
内
容
／

窓
口
業
務
を
延
長

す
る
課

主
な
業
務
内
容

市
民
生
活
課

�
83
・
3
5
0
9

戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、

旅
券
に
関
す
る
こ
と

保
健
福
祉
課

�
83
・
4
0
6
0

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、
国
民
年
金
に

関
す
る
こ
と

税
務
課

�
83
・
3
5
0
8

納
税
・
所
得
の
証
明
に
関
す

る
こ
と

住
民
票
な
ど
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も

発
行
し
て
い
ま
す

　
住
民
票
交
付
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
内
）
で
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
月
曜
日
は
除
く
）
も
住
民

票
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
窓
口
業
務
時
間
／
図
書
館
開
館
日
の
午
前
10
時

～
午
後
6
時
（
休
館
：
毎
週
月
曜
日
）

■
発
行
す
る
も
の
／

▽
住
民
票

※
ご
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
の
も
の
の
み
。

▽
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）・
戸
籍

　
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄
本
）

※
い
ず
れ
も
ご
本
人
ま
た
は
同
一
戸
籍
の
方
の
も

　
の
の
み
。

▽
印
鑑
登
録
証
明
書

※
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他
／
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
ご
本
人
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
▽
市
民
生
活
課
市
民
係
�
83
・

3
5
0
9
▽
図
書
館
�
82
・
2
7
2
4

「市報おぢや」県広報コ
ンクールで知事賞を受賞
　県広報協議会（事務局：県広
報広聴課）が主催する、「平成
26年度新潟県広報コンクール」
広報写真（組み写真）の部で、
平成26年9月10日発行号に掲
載した「おぢやまつり」が部の
最高賞にあたる知事賞に選ばれ
ました。
　組み写真の部での知事賞受賞
は平成22年度以来、4年振りと
なります。
　これからも小千谷の魅力を発
信していきますので、ご愛読を
よろしくお願いします。
■問い合わせ／企画政策課秘書
　広報係�83-8507
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問　題
　第28回信濃川河岸段丘ウォークで、ゴール後にサ
ンプラザ2階「逸品館」でもらえるものは何でしょう。
①手焼きせんべい
②薄焼きせんべい
③手作りクッキー

（ヒントは5ページ）
■応募先／郵便番号、住所、氏名を明記のうえ、次
　の宛先までお送りください。
　〶947-8501　小千谷市役所企画政策課秘書広報
　係（住所は記載不要です）
■締切／3月23日㈪（当日消印有効）

　2月号の答えは③1,115人でした。抽選の結果、
次の方々が当選しました。
　大平晃さん　佐藤郁子さん　高塩尚弘さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

●
今
年
の
風
船
一
揆
の
ポ
ス
タ
ー
に

使
用
さ
れ
た
よ
う
な
写
真
が
撮
り
た

い
と
思
い
、
取
材
で
特
別
に
気
球
に

乗
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
空
か
ら

眺
め
る
白
銀
の
小
千
谷
は
本
当
に
き

れ
い
で
し
た
。
紙
面
を
通
じ
て
み
な

さ
ん
に
も
、
空
中
散
歩
の
雰
囲
気
を�

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
今
回
か
ら
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、

専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
市
報
か
ら
動

画
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
、
会
場
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ
風
船
一
揆

の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

よ

●
風
船
一
揆
の
平
沢
会
場
で
は
熱
気

球
試
乗
体
験
が
大
人
気
で
し
た
。
あ

も
試
乗
さ
せ
て
も
ら
い
上
空
か
ら
の

撮
影
に
挑
み
ま
し
た
。
上
空
へ
と
上

が
っ
た
気
球
か
ら
の
景
色
は
絶
景
！

で
し
た
が
、
下
へ
目
線
を
移
し
た
途

端
に
恐
怖
で
足
が
す
く
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
高
所
が
苦
手
だ
と
い
う
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。　
　

あ

編
集
室
だ
よ
り

　小千谷も三寒四温を繰り返して、ようやく春めいてきました。
　ここ茶郷川の分流地点から眺めた宮田団地も薄陽の中で身を寄せ合っ
ていました。市内では、早くもお雛さま飾りをした店が目立ってきました。
　オラも灯りをつけましょぼんぼりに、お花をあげましょ桃の花と、白
酒ならぬ、どぶろく特区のうめぇあんでも、ごっつぉになりますかね。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ５０１

春めく宮田団地


